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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 胸骨圧迫心マッサージは，1960年Kouwenhovenら

の報告に始まり，救急蘇生処置として広く一般に普及

しているが，まだ多くの問題点を残している，

 より有効，安全かつ正確な胸骨圧迫マッサージの究

明をめざし，心マッサージを施行する際の胸骨圧迫率

と圧迫持続時間に注目し，各条件のもとで循環動態を

測定，比較検討し，至適な胸骨圧迫心マッサージにつ

いて考察を加えた．

 対象及び方法

 （1）東京女子医科大学第2外科において，1982年6

月より12月までの間に，人工呼吸と心マッサージを行

なった各種重症患者10症例を対象とした．

 （2）呼吸は気管内チューブ挿管下FiO、1．o毎分15

回の人工呼吸とした．

 （3）圧迫率が患者の胸厚の20％をA群，圧迫率25％

をB群とした．A群とB群において圧迫時間を変え，

圧迫持続時間がcycle timeの40％を（1），50％を（2），

60％を（3）とし，A一（1）群， A一（2）群， A一（3）群，

B一（1）群，B一（2）群， B一（3）群の6群について胸

骨圧迫心マッサージを毎分60回行なった．

 （4）心マッサージは，我々の教室で開発した胸骨圧

迫率表示監視装置を使用し，用手による胸骨圧迫マッ

サージを正確に連続的に行なった．

 （5）心マッサージ中の循環勤態のパラメータとし

て，大動脈圧（収縮期，平均），肺動脈圧（収縮期，平

均），肺動脈襖入圧，中心静脈圧，心拍出量（熱希釈法），

心指数をSwan－Ganz Catheter，動脈圧測定ラインを

使用して測定し，心電図及びマッサージの圧迫波形を

記録した．

 結果及び考察

 6群について胸骨圧迫マッサージ施行中に循環動態

を測定し，比較検討を行ない，次の結果を得た．

 （1）収縮期動脈圧と収縮期肺動脈圧において，B

一（2）群（胸骨圧迫率25％，圧迫持続時間50％）にて

最高値を示し，A一（3）群（圧迫率20％，圧迫時間60％）

で最低値となった（p＜0．05）．

 B群（圧迫率25％）はA群（20％）よりも高値を示

し，圧迫時間については50％で高値となるが，60％と

長くすると逆に低下した．

 （2）肺動脈懊入圧と中心静脈圧において，B群（圧

迫率25％）はA群（20％）に比して若干の高値となり，

最高値はB一（3）群（圧迫率25％，圧迫時間60％）で

あるが，統計学的に有意の差を認めない．

 圧迫持続時間は40％及び50％の条件では近似値であ

るが，60％まで長くすると測定値は増加の傾向を示し，

蘇生後の肺水腫などの危険性が生じてくる．

 （3）心指数はB一（2）群（圧迫率25％，圧迫時間50％）

で最高値を示した（p＜0．01）．B群（圧迫率25％）はA

群（20％）に比較してあきらかに高値を示し，B群に

おいて圧迫時間50％は他の40％，60％の条件に比べて

有意な高値（p〈0．01）となるが，A群では圧迫持続時

間の影響をあまり受けず，近似値となる．

 B一（2）群で得られた心指数は正常値の約40％と低
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いが，脳循環に必要な血流を送っていると考えられる．

 以上の結果より，胸骨圧迫心マッサージを施行する

場合，毎分60回，胸骨圧迫率は胸厚の25％，圧迫持続

時間はcycle timeの50％で行なうのが至適であると

考える．

 また，我々が開発した胸骨圧迫率表示監視装置を使

用すれば，正確かつ安全な心マッサージを行なうこと

ができる．

論 文 審 査 の 要 旨

 胸骨圧迫マッサージは救急蘇生法として広く普及しているが，まだ問題点が残っている．

 著者は，より有効かつ安全な胸骨圧迫心マッサージの究明をめざし，胸骨圧迫率と圧迫持続時間に

ついて，臨床例における循環動態を測定し，検討した．

 その結果，毎分60回の心マッサージにおいて胸骨圧迫率は胸厚の25％，圧迫持続時間はcycle time

の50％が至適であることを明らかにしたもので，本論文は学術上価値あるものと認める．
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